
○報告事項 

 

1．令和６年度 多職種連携研修計画 進捗状況（資料２） 

（１）相互理解の促進 

①医療関係者向け研修 

共  催：ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター 

日時・場所・参加人数： 

（ア）令和６年６月１９日（水）１７：３０～１８：３０ 参加人数：８５名 

 函館脳神経外科病院 

（イ）令和６年８月２９日（木）１７：３０～１８：３０ 参加人数：６８名 

  函館中央病院 

（ウ）令和７年２月１２日（水）１８：３０～１９：３０ 参加人数：３７名  

  函館市医師会病院 

テ ー マ：「退院後，施設でどのような生活をしているか知っていますか？」 

対  象：函館市，北斗市，七飯町の医療・介護関係者 

講  師：特別養護老人ホーム百楽園 主任相談員 高木 健太郎 様 

サービス付き高齢者向け住宅 サンライズ函館 施設長 鈴木 文香 様 

   

②介護関係者向け研修 

共  催：ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター 

日時・場所・参加人数： 

（ア）令和６年６月１３日（木）１８：３０～１９：３０ 参加人数：１２０名 

（イ）令和６年８月３０日（金）１８：３０～１９：３０ 参加人数：７０名 

     （ア），（イ）共に函館競輪場 

（ウ）令和７年２月１８日（火）１９：００～２０：００ 参加人数：２９名 

北斗市農業振興センター 

テ ー マ：「急性期病院の事情について ～思いやりのある連携～」 

対  象：函館市，北斗市，七飯町の医療・介護関係者 

講  師：市立函館病院 入退院支援課 入退院支援係長 熊倉 慎治 様 

函館脳神経外科病院 医療相談室 主任 阿部 綾子 様 

    

③オープンカンファレンス 

（ア）共  催：函館市医師会病院 

日  時：令和６年６月２７日（木）１８：３０～１９：４５ 

場  所：函館市医師会病院 

対  象：函館市，北斗市，七飯町の医療・介護関係者 

進 行 役：函館稜北病院 副院長 総合診療科科長 川口 篤也 先生 

登 壇 者：医師・看護師・言語聴覚士・医療相談員・施設相談員 

資料１ 



内  容：特養から 2 次救急病院へ搬送された高齢者の事例 

参加人数：１１１名 

 

（イ）共  催：函館中央病院 

日  時：令和６年１１月７日（木）１８：３０～１９：４５ 

場  所：函館中央病院 

対  象：函館市，北斗市，七飯町の医療・介護関係者 

進 行 役：函館稜北病院 副院長 総合診療科科長 川口 篤也 先生 

登 壇 者：看護師・入退院支援看護師・訪問看護師・セラピスト 

内  容：非がん患者の終末期における退院支援の事例～現在の介護保険制度に 

おける限界～ 

参加人数：１１２名 

 

（ウ）共  催：高橋病院 

日  時：令和７年３月６日（木）１８：３０～１９：４５ ※予定 

場  所：高橋病院 

対  象：函館市，北斗市，七飯町の医療・介護関係者 

進 行 役：函館稜北病院 副院長 総合診療科科長 川口 篤也 先生 

登 壇 者：医師・看護師・医療相談員・施設相談員 

内  容：がん終末期患者との関わり～診断から看取りまでの 7 週間～ 

定  員：８０名 

 

④研修会等コーディネート 

各関係団体窓口一覧の更新 令和６年８月１６日（金）更新内容掲載済み 

  

（２）連携強化 

①看取り＆連携強化 

第９回函館市医療・介護連携多職種研修会 

日  時：令和６年１０月１９日（土）１４：００～１７：００ 

場  所：函館国際ホテル 

テ ー マ：地域でつなげようＡＣＰの輪 ～この地域でのＡＣＰ連携を目指して～ 

目  的：その方らしい生き方を実現していくため，加齢や疾病による影響から心身

の状態が変化していく本人の不安や葛藤などに寄り添い，もしもの時に本人

の想いを見逃さないように，支援に関わる一人ひとりが意識していけること

を目的とする。 

対  象：函館市・北斗市・七飯町の医療・介護関係者 

座  長：北美原クリニック 岡田 晋吾 先生 

内  容：・講演 



【ＡＣＰとは】 

函館稜北病院 副院長 総合診療科科長 川口 篤也 先生 

【もしもノートについて】 

市立函館病院 緩和ケア科科長 山崎 裕 先生 

【はこだて医療・介護連携サマリーと併せた活用法・事例】 

訪問看護ステーションフレンズ 統括所長 保坂 明美 様 

・グループワーク 

（進行）函館市地域包括支援センターたかおか 施設長 松野 陽 様 

・意見交換・質疑応答 

（座長）北美原クリニック 岡田 晋吾 先生 

   参加人数：２３２名 

（グループワーク参加者 １４１名，聴講のみ ６７名，関係者 ２４名） 

 

②入退院支援 

（ア）入退院支援連携強化研修会（ガイド編） 

日  時：令和６年１１月１５日（金）１８：３０～２０：００ 

場  所：函館市医師会病院 

テ ー マ：関わっているその人のイメージの共有，ズレているかも？ 

        ～病院・在宅間のズレないイメージの情報共有とは～ 

内  容：①イメージのズレを考える 

     発表者～北海道 MSW協会南支部 医療相談員 岩城 朋美 様 

       ②グループワーク 

発表を受けて，普段の日常業務でのイメージのズレはなぜ起こるのか？  

ズレる事での困り事についてを話し合い，今後に向けてグループ内でディ 

スカッションする。 

対  象：医療関係（ＭＳＷ，入退院支援看護師，病棟看護師，リハビリスタッフなど） 

在宅関係（包括職員，居宅ケアマネジャー，訪問看護師，リハビリスタッフなど） 

施設関係（施設相談員，施設ケアマネジャー，介護職員，リハビリスタッフなど） 

薬剤師，歯科衛生士等 

参加人数：５９名 

 

（イ）入退院支援連携強化研修会（サマリー編） 

○令和５年度開催 医療・介護連携 ID-Link 活用推進研修会の動画公開 

共  催：道南 MedIka，函館市医療・介護連携推進協議会 （情報共有ツール作業部会） 

公開期間：令和６年１２月１６日（月）～令和７年１月３１日（金） 

開催方法：函館市医療・介護連携支援センターホームページ上で動画を公開 

テ ー マ：当院での ID-Link の活用と今後の展望について 

内  容：[講演] 函館稜北病院 副院長 総合診療科科長 川口 篤也 先生 



     

 [活用実践発表] 

    ・医療関係者から「施設との ID-Link 連携について」 

     発表者：高橋病院 訪問診療室 室長 山田 佳世 様 

    ・介護関係者から「在宅支援チーム内での ID-Link 連携について」 

     発表者：訪問看護ステーションフレンズ 統括所長 保坂 明美 様 

申込人数・閲覧件数・閲覧人数： 

 

 

 

 

 

○令和６年度 医療・介護連携 ID-Link 活用推進研修会 

共  催：道南 MedIka，函館市医療・介護連携推進協議会（情報共有ツール作業部会） 

日  時：令和７年３月１日（土）１４：００～１６：００ ※予定 

場  所：市立函館病院 ２階講堂 

テ ー マ：「地域連携システムを活用した情報共有のあり方 

            『～道南地域に求められる医療・介護ＤＸ～』」 

開催方法：集合開催 

内  容：[講演] 社会医療法人高橋病院 理事長・病院長 高橋 肇 先生 

定  員：１５０名 

 

○宇都宮宏子先生ｉｎ函館 

 共  催：函館中央病院 

日  時：令和７年２月１５日（土）１３：００～１５：００ 

場  所：函館中央病院 

テ ー マ：「つむぎ，つなぎ，叶える地域連携力！ 

 ～この町で“暮らし”，そして“生ききる”～」 

内  容：在宅ケア移行支援研究所 

宇都宮宏子オフィス 宇都宮 宏子 先生 

地域での連携をかんがえる 

「はこだて医療・介護連携サマリーについて」 

函館市医療・介護連携推進協議会 情報共有ツール作業部会 部会長 

      函館中央病院 事務次長 亀谷 博志 様 

「サマリーを活用した連携事例について」 

函館市医療・介護連携推進協議会 情報共有ツール作業部会 

申込人数 閲覧件数 閲覧人数

函館市 57 47 66

ほくと・ななえ 10 8 14

その他（松前） 1 3 9

計 68 58 89



      訪問看護ステーションフレンズ 所長 保坂 明美 様 

函館市医療・介護連携推進協議会 退院支援分科会 

      函館中央病院 総合医療支援センター入退院支援室 

               退院支援看護師 奥山 ちどり 様 

対  象：病院，クリニック，訪問看護ステーション，居宅介護支援事業所， 

包括支援センター 

参加人数：８０名 

 

④急変時対応 

「令和６年函館市医療・介護連携『急変時対応研修会』」 

日  時：令和７年３月１０日（月）１８：３０～２０：００ ※予定 

場  所：函館市民会館 大会議室 

テ ー マ：急変時対応研修会 ～本人の思いに寄り添いながら～ 

座  長：函館中央病院 事務次長 亀谷 博志 様 

パネリスト：おうちクリニック 院長 横倉 基 先生 

          小規模多機能ホームらしさ七重浜 管理者 波並 孝 様 

         居宅介護支援事業所いろは 管理者 吉田 夏美 様 

   定  員：２００名 

 

（３）多職種連携の専門性の向上 

東央部第２圏域ケアマネ懇談会 

日  時：令和６年７月１７日（水） 

場  所：地域包括支援センターたかおか 

テ ー マ：「地域みんなでご本人の思いをつなぐ ～ＡＣＰツールもしもノートはこ 

だて人生会議説明書～」 

   参加人数：１３名 

 

（４）人材育成 

  ・各医療・介護系の学校へセンター主催研修会の案内配布を都度実施。 

    （令和６年１０月１９日（土）に開催した「第９回函館市医療・介護連携多職種研 

修会」に学生２名参加） 

 

２．センターホームページ「コラム」の掲載について 

〇「医療・介護連携マップで検索できる各機関の機能」について 

２～３ヶ月毎にコラム掲載中 

・７月４日掲載「通所介護」 

デイサービスセンターながだい 代表 工藤 晃士 様 

・９月２６日掲載「小規模多機能型居宅介護」 



  小規模多機能ホームアニー 計画作成担当者 渡部 良仁 様 

・11 月２６日掲載「訪問リハビリテーション」 

  介護老人保健施設ケンゆのかわ 理学療法係長 吉荒 龍哉 様 

・３月掲載予定「サービス付き高齢者向け住宅」 

  地域密着型特定施設ケアホームくうら 施設長 関 雅之 様 


